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Long-term Care in Selected Countries 

[平均余命と介護に対する考えにおける性差に関する研究] 
 

平均余命は女性が男性よりも長いという性差が一般には存在する。高齢化が進み平均余命

が増加するとともに、高齢者介護への需要もまた増加する。本研究は、研究１）OECD 加盟国

における平均余命の性差（GGLE）研究、研究 2）日本における疾患別死亡比の GGLE への影響

の研究、研究 3) スリランカにおける高齢者介護に対する考えの影響要因、のそれぞれにつ

いて行ったものである。 
審査では、副査の荒戸教授より本研究の将来展開が問われた。副査の玉腰教授からは近年

の GGLE の縮小している原因についての質問などがあった。副査の玉城教授はジェンダー・エ

ンパワーメント指数が研究 1)における 3つの集団間でなぜ差がないのかなどについて質問し

た。主査の大滝教授からは、社会指標の健康影響についての研究を行った動機と、本研究の

成果をどのように公衆衛生の課題に活用するかについて質問がなされた。 
申請者はこれらの質問の重要性をよく理解した上で、自らの研究成果を踏まえて適切に回

答を行った。審査員一同は、これらの成果を高く評価し、大学院課程における研鑽や取得単

位なども併せ申請者が博士（医学）の学位を受けるのに充分な資格を有するものと判定した。 




